山鳥坂ダム訴訟概要
	１．ダムについて
	名称
	山鳥坂ダム

	
	河川名
	肱川　川辺川

	
	水系名
	肱川水系

	
	ダムの規模
	規高　　103メートル

	
	
	総貯留量　　2490万キロ立方　

	
	
	最高水位　155メートル

	
	ダム建設の根拠法
	特定多目的ダム法

	
	建設主体
	国　（国土交通省）

	
	建設目的
	洪水調整

	
	
	流水の正常な機能の維持

	
	
	

	
	
	

	２．訴訟について

（複数の訴訟があるときは、いずれについてもお答え下さい。）
	(1)
	裁判所
	松山地方裁判所

	
	
	事件番号
	平成15年（行ウ）第9号

	
	
	事件名
	負担金還付請求事件

	
	
	原告
	須藤自由児　外3名

	
	
	被告
	中予広域水道企業団企業団長　中村時広

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	ダム使用権設定予定者の申請取り下げと還付請求権

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	
	(2)
	裁判所
	松山地方裁判所

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	拘禁支出差し止め請求

	
	
	原告
	三瀬喜盛　外4名

	
	
	被告
	愛媛県知事　加戸守行

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	特定多目的ダム法の逸脱か否か

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	
	(3)
	裁判所
	

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	３．原告側の体制
	弁　護　団　員
	宇都宮眞由美・今川正章・水口晃

	
	
	薦田伸夫・奥島直道

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	原告を支援する学者・専門家の氏名、所属、専門
	須藤自由児

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	４．その他、

特記事項
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


